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要 旨

UHF帯におけるテレビ放送の開始に伴い,トランジスク化された高性能オールチャンネルチューナの開発を

行なった｡従来のUHFコンバータ式と異なり,UHFチューナも受信機に内装されているので受信操作が便

利になっている｡オールチャンネルチューナにおいては,UHFチューナにシングルスーパー方式を採用する

ため,中間周波数帯にほ58MHz帯を使用している｡

特に設計上配慮された点には,VHFチャソネルは従来品と同等以上の性能を有すること,UHFチャンネル

の性能,安定度はVHFチャンネルと同等であること,それに加えて,UHFカラー放送受信のために,選局性

の改善を行なうことなどの検討が加えられた｡

l.緒 口

わが国におけるテレビ放送局は急激な増加を示し,既設局との妨

害問題がクローズアップしてきた｡この対策として,昭和36年より

難視地域救済の目的で開始されたUHF帯によるテレビサテライト

放送局が開局されたが,さらに広がるチャンネル増設の要求に対処

するため,UHF帯における大電力テレビ放送局が開局される運び

となり,ここにVHF帯,UHF帯混在のオールチャンネルテレビ放

送が開始されるにいたった｡

従来UHFテレビ放送の受信方法としてはUHFコンバータを既

存のテレビ受信機に付加して受信していたが,オールチャンネルテ

レビ受信機ではUHF,VHFチューナを内蔵し,選局性を改善する

ことを要求され,これiこ適合したトランジスタ化されたオールチャ

ンネルチューナを開発した｡

テレビ受信磯のオールチャンネル化の方式としては,すでにアメ

リカ向け輸出セット用(真空管式)として開発されているものと同様

の方式である｡

現在UHF大電力放送局は,全国に約30局が開局済みで,今後は

さらに増加される計画であり,オールチャンネルテレビ受信枚の需

要は大幅にのびると考えられる｡性能については,既存のサテライ

ト局受信の条件も考慮して計画され,良好な結果を得ることがで

きた｡

2.オールチャンネルチューナの構成

オールチャンネルチューナは,操作の面から考えれば,VHFl～

12チャンネル,UHF13～62チャンネルに対して一つのつまみで希

望チャンネルを選局できる構造が望ましいが,放送周波数帯が90～

770MHziこわたるため,現在の技術では一つの棟構で構成させるこ

とは非常に困難である｡そのため,オールチャンネルチューナは,

VHFチャンネルを受信するVHFチューナと,UHFチャンネルを

受信するUHFチューナとにより構成され,UHFチャンネル電波の

受信に際しては図1に示すように,VHFチューナの空チャンネル

を映像中間周波増幅器とし,UHFチューナの中間周波前置増幅器

として動作するよう設計されている｡したがって,この方法では,

VHFチャンネルを受信している時からUHFチャンネルの受信に

切り換えるためには,VHFチャンネルつまみを操作して,この空チ

ャンネル(以後UHF-IFチャンネルという)に合わせ,さらにUHF

チューナを操作,選局することになる｡この方法は操作性は良くな

いが,UHFチャンネル受信時にも,VHFチューナの楼能を有効に
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図3 オールチャンネルUIiFチューナ

利用することができる利点がある.｡

次に中間周波数帯については,郵政省電波技術審議会の答申案に

基づき,従来の26MHz帯より高い58MHz帯が採用された｡

UIiFコンバータを使用してUHF放送を受信する場合にほ,ダブル

スーパー方式となるため局部発振回路の安定度ミ･こ問題があったが,

新中間周波数の採用により,UHFチューナもシングルスーパー方

式として設計できるため,安定度の点で好結果が得られた｡

オールチャンネルチューナの開発に際しては,UHFチューナの

開発にあわせて,VHFチューナの中間周波数の変更および空チャ

ンネルをUHF一IFチャンネルとして使用する回路の開発を行なっ
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た｡さらに近年の労働事情の変化に対処し,治具化,機械化による

生産性の改良についても設計段階より考慮されている｡図2,3に

ほ新開発チューナの外観を示した｡

3.VHFチューナの設計

VHFチューナの構造には,大別Lてロータリースイッチ式とタ

ーレット式の2種類があるが,今回は,従来から経験あるロータリ

ースイッチ式を採用した｡ロータリースイッチ式の特長として,

(a)接点の信煩度が高く,高周波回路用に適している｡

(b)スイッチ構成が自由に設計できる｡特にトランジスタ回路

の設計に際して適切な回路を構成できる｡

などの利点があり,26MHz中間周波数を使用したVHF専用チュ

ーナはすでに量産化されている｡枚構部品については,従来の構造

をそのまま使用したため,シャシ外形寸法は52×56×92mmとか

なり大形であるが,組立の自動化が一部に可能で,高性能で生産

性のすぐれた構造である｡特に検討を加えた点は,トランジスタの

混変調特性が真空管と比較し劣るため妨害条件について検討したこ

と,局部発振回路の安定化について解析を行なったことである｡

トランジスタとしては,すべてシリコンエビタキシヤルプレーナ

形を使用し,特に高周波増幅用トランジスタには混変調特性の良い

2SC683を採用し,フォーワードAGCをかけられるよう設計され

ている｡図4はVHFチューナの総合回路を示したものである｡

3.1アンテナ入力回路

アンテナ入力回路の目的ほ,アンテナから伝送されたテレビチャ

ンネル信号のうち,希望信号のみ損失少なく高周波増幅トランジス

タに導き,ほかの不要信号を減衰させて希望信号に妨害を与えさせ

ないようにすることである｡その条件を満足させるためには

(a)3dB減衰帯域幅は,他信号による妨害を考慮し,12MHz

程度に選定する必要がある｡
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図6 VHFチューナのアンテナ入力回路減衰度特性

(b)高周波増幅用トランジスタ2SC683をフォーワードAGC

動作で使用する場合,AGC動作による入力インピーダン

スの変化が大きいため,この変化を補正する必要がある｡

(c)中間周波数に58MHz帯を採用したた軌 中間周波帯が受

信チャンネルに接近し,そのため従来の入力回路では中間

周波抑圧特性をじゅうぶん取ることができなくなり,入力

回路に中間周波トラップ回路を付加する必要がある｡

(d)誘導雷や高圧回路の放電などによるサージ入力電圧に対す
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るトランジスタの保護のため,100KHz領域の減衰度をじ

ゆうぶん取ること｡

などがあげられる｡これらの条件を満足する回路として図5に示す

回路が開発された｡)その減衰特性は図るに示すとおりである｡この

回路は,前部は中間周波トラップ回路を構成し,この回路により中

間周波帯の減衰度は約26dB取ることができ,アンテナからのサー

ジ電圧に対する保護回路も兼ねている｡後部は同調回路でS2スイ

ッチにより各チャンネルの同調調黎を行ないC4コンデンサは,Sl

スイッチによりハイチャンネル受信時に短絡される｡この回路は

LαコイルとC6コンデンサによる単同調回路に近似的に変換でき,T2

トランスにより,トラソジスタの入力インピーダンスと整合結合さ

れ,巻数比条件ほ同調特性によって与えられる｡単同調回路の減衰

度とQとの関係は近似的に

0=丁諾志丁
ここに,β:離調周波数′における減衰度

ム:同調周 波数

′:離調周波数

となるから,T2トランスの巻数比乃ほ,3dB帯域幅を12MHzと

すれば,同調容量C6=5pFの場合乃=6となる(特許出願中)｡この

回路においては,トランスT2により同調回路と,トランジスタの

入力とが結合されているため,トランジスタのAGC動作による入

力インピーダンスの変化に対する同調回路への影響を少なくするこ

とが可能となり,シリコントランジスタのフォーワードAGC動作

による混変調特性の改善とあわせて,良好な混変調特性が得られて

いる｡さらに,6～10チャンネル受信時に,1～3チャンネルの高調

波による妨害を受ける問題については,L4,C5素子によるトラップ

共振点を,100MH之に選定することにより,図dに示すノ､イチヤン

ネルの入力減衰度特性が得られ,妨害を除去することができた(特

許出願中)｡以上の結果,強信号電界地区においても妨害を受けな

い良好な画像をうることができた｡図7は隣々接チャンネル信号に

よる混変調特性を示している｡

3.2 UHF-1Fチャンネル

UHFチューナにほミキサーダイオードによる直接変換方式を採

用しているため,その利得は約-6dBであるので,中間周波増幅器

との間にこのUHF-IFチャンネルを援統し,VHFチャンネルと同

様にAGC動作をさせることにより,VHFチューナと同等の特性を

得られる利点がある｡この回路の条件として,

(a)UHFチャンネル受信時に,隣々按チャンネル信号による

混変調妨害を起こさぬよう入力回路を設計すること｡

(b)UHFチューナに損失があるので,UHFチャンネルの雑音

指数は,この回路の雑音指数に大きく影響されるため,棒

力低くしておく必要がある｡

(c)利得ほUIiFチューナにおける損失を考慮し,VHFチャン

ネルより10dB高いこと｡

(d)中間周波出力特性はVHFチャンネルと同等で,VHFチャ

ンネルの場合の中間周波総合特性とFdじ特性が得られるこ

と｡

などがあげられる｡

まず入力回路の設計については,UHFチューナの｢Hカインピー

ダンスを,全チャンネルにおいて均一な特性を持たせることがむず

かしく,UHFチューナの出力インピーダンスの変化に対しても総

合的に安定な粋性が得られる結合回路が要求されるため,図8に示

す入力回路が開発された〔〕この回路ほ,ハイパスフィルタとトラッ

プ回路によって構成され,入力インピーダンスは50∫ユで設計され

ている｡L6,C26およびL8,C28のトラップ周波数はそれぞれUHF

チューナの中間周波出力周波数帯において隣々接チャンネルの映像

搬送波周波数に設定され,通過帯域カ,人間のレベルに対し20dB

前後の減衰が得られるよう設計されている｡

図9は,UHFチューナと組合せた場合のTRlトランジスタのベ

ース点で測定した選択度特性を示したものである｡この結果UIiF

チャンネル受信時に問題となる隣々接チャンネルによる混変調妨害

は全く取り除かれ,さらに両側の減衰年引生にも良好な結果が得ら

れた｡

なお,この入力回路の伝送損失は約1.5dBで,雑音指数は4.OdB

をうることができ,UHF総合の雑音指数も好結果が得られている｡

また回路の安延化については増幅回路に中和回路を構成させ,一方

向化を図ったこと,各段の共振インピーダンスを低く設計したこと

などから,中間周波回路の前置増幅器として使用された状態でも,

VHFチャンネルと同等の中間周波総合波形が得られた｡

3.3 局部発振回路

VHFチューナの局発周波数は150～276MHzの広範別にわたり,

しかも画質の安定度を考慮した場合その安定度は100KHz(約0.05

%)程度が必要となる｡局発周波数の変化を起こさせる要田として

は,周凶温度の変化,湿度の変化,電源電圧の変化および接点枚構

の機械的変化があげられる｡これらの変化の原因として,トランジ

スタ自体と共振回路のコイル部品に大別して検討される｡VHFチ

ューナの発振回路の基本形は,図10に示す回路で,この回路はLl

のみを接点枚構により切り換えることにより,広範囲にわたる発振

周波数を変えることができる｡この回路は,トランジスタに起因す

る発振周波数変動要因を少なくできるクラップ回路で構成されてい
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る｡この凹路の発挺周波数は

′=去/百済吉】
ここに,CほClを含めたトランジスタ側容量値

となり,トランジスタに起因する発振周波数の安定度ほ

』ム 1 C2
∠JC‾‾‾=

-‾‾■‾■ ●
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● ‾■

d′ 2 C十C2 C

となり,Clを大きくするほど安定になる｡しかし,発振出力も

(1＋C/C2)2に比例して減少L不安定となるため,各素子の組合せ

条件を検討し,安定領域で動作させるよう設計された｡

共振コイル側としては,コイルおよび接点機構によるもので,接

点機構にはエポキシテl､ロンプリント基板が使用され,さらに温度

補償用コンデンサを発振回路素子に使用して,温度特性の改善が行

なわれている｡

なお,カラーテレビ受信楼用には,可変容量ダイオード1S85を

使用し,AFC制御回路が付加できるようにした｡

3.4 局発プリセット機構

VHFチューナでほ,1～12の各チャンネルはおのおのに選局され

る構造になっているが,局部発振回路の微調整も各チャンネル独立

に記憶させておく必要がある｡新開発チューナiこは,図11に示す

プッシュプリセット機構が採用されている｡この機構は,徴調軸を

押圧させながら回転することにより,スライド板に取り付けられた

駆動歯車(3),(4)を介して調整ネジを回転させる構造で,調整ネジ

には,各チャンネルの局部発振回路のコイルが装着されていて,調

整ネジの前後移動により,コイルのインダクタソスを変化させて微

調整され,以後はそのままの状態で保存される(実用新案公告昭43-
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囲15 UHFチューナ回路図(ミキサーダイオード式)

31121)｡この機構の採用により,各チャンネルの局部発振周波数の

再現性は±30KHz程度となり,カラー放送受信時においても画質

の変化がほとんど見られない｡この機構は,微調整の操作性を良く

するため,5個の歯車が使用され,徴調軸180度回転により,1MHz

の局発周波を微調整できるよう設計されている(実用新案出願中)｡

4.UHFチューナの設計

UIiFチューナの構造は,放送周波数領域が470～770MHzであ

るため,通常の巻線によるインダクタソスを使用した共振回路では,

必要とするQを取ることができない｡そのため,一般には同軸共振

回路が使用され,同調周波数調整には,終端容量可変形と共振線路

長可変形とがある｡新開発チューナでほ,バリコソによる容量可変

形を使用した｡図12は同軸共振回路の基本形を示すもので,その特

性抵抗凡=は

&=13810gl｡三･号(fりただしゐ≧Ⅳとする
によって示され,その共振周波数ムは,

ム=
1

27r月cCvtan即

ここに,Cy:終端バリコソ容量

β:位 相 定 数(=27r/j)

J:共 振 線 長

となる｡したがって,&=150Q,g=23mmとした場合, CI′は3～

10pFの変化により470～770MHzの同調周波数の変化を得ること

ができる｡またこの回路の0特性は,各素子の接続点における抵抗

分を考慮した図13の等価回路で表わされ,

&

¢｡=草.

その無負荷Qは,

≠リ

ス 凡＋(月5＋月y)/J

ここに,凡=凡1＋凡2

凡1:共振線の高周波抵抗

凡2:外導体の高周波抵抗

となる｡上式の各定数は各部に使用されている材料により決定さ

れ,銀が最も良く,そのほか銅,錫,カドミウムなどが使用される｡

図14はシャシの表面処理条件を,銀,錫,カドミウムなどで行なっ
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囲16 U技Fチューナ回路図(高周波増幅式)

た場合の同軸共振器の無負荷0を実測したもので,UHFチューナで

は500前後の0を必要とする｡新開発チューナにおいては生産性,

価格の点から共振線,バリコン椀構部品には銀メッキを使用し,シ

ャシには錫メッキを使用した｡

図15は,これらの回路を使用した新開発UHFチューナの総合回

路図を示したもので,プリセレクタ回路,ダイオードミキサー回路

および局部発振回路より構成される｡

4.1プリセレクタ回路

プリセレクタ回路は,希望信号を損失少なく次段に導き,ほかの

不要信号(中間周波数,イメージ周波数,局発周囲波数などの信号)

を阻止する特性を持たねばならない｡そのため,この回路は2個の

同軸共振回路を結合窓を介して結合させることにより,復同調回路

を構成させる｡復同調回路の設計には,通過帯域幅をせまくして不

要信号をできるだけ抑圧することが望ましいが,帯域幅を狭くする

と損失が多くなり,また調整も困難となるため,イメージ妨害抑圧

特性を規準に3dB帯域幅が決定される｡同軸共振回路の無負荷Q

は約500であるので,62チャソネル(受信周波数767MHz)におけ

るイメージ妨害抑圧比として46dB得るためには,3dB帯域幅

18MHz以下が必要で,この場合の伝送損失は約1.2dBとなる｡し

たがって,直接ダイオード変換方式の場合の雑音指数特性は

怖(dB)=1010gエア＋1010g

ここに,∧rダr:

エr:

+Ⅴ凡):

Ⅳ爪:

Gp:

によって表わされ,

1S750が使用され,

きる｡

(Ⅳや＋若)
総合雑音指数

プリセレクタのそ入損失および結合損失

ミキサーダイオードの雑音指数

次段増幅器の雑音指数

ミキサーダイオードの変換利得

実際の回路においてはミキサーダイオードiこ

その総合雑音指数は10～12dBを得ることがで

4.2 高周波士別苗回路

UHF電波は,VHF電波に比べて伝播(でんば)損失自体には差が

ないが,遮蔽(しゃへい)損失が大きく,実用上受信電界強度が劣化

する地域が多くなる｡またUHF帯における雑音は受信アンテナの

指向性が鋭いことも考慮すると市街地雑音は比較的小さいと考えら

れるので,UHFチューナの低雑音化は非常に有用である｡

直接ダイオード変換方式によるUHFチューナにおいてほ,雑音

指数特性の改善に限度がある｡そのため最近UHF増幅用として開

発されたシリコントランジスタHS6006(日立)を使用し,図1占に

示す高周波増幅付UHFチューナを試作し,利得,雑音指数,混変

調特性について検討した,試作結果では,高周波増幅回路を付加す

ることにより,雑音指数では4dB,利得では10d】∋の改善を行なう

｢一-11〔亡1 共…

Cv

囲17 UHF発振 回 路

ことができるが,増幅器の安定度,混変調特性などに問題があり,

これらについても解析を行なった｡UIiF増幅回路設計に際し最も

問題となる点ほ,トランジスタのリードインダクタソスが無視でき

なくなり,内部帰還量が増大して発振を起こしやすいことである｡

そのためベース接地増幅回路を使用し,トランジスタの外部シール

ドほ直接チューナのシールド板にはんだ付けされている｡さらにべ

-ス接地増幅回路の内部帰還量をパラメータで表わせば,

Z12=γゎ∂/＋ノ仙エ

ここに,れゎ′:ベース拡散抵抗

エ:ベースリードインダクタソス

となり,したがってノ山上分を消去することにより安定化を図ること

ができる｡トランジスタHS6006のベースリードインダクタンスは

約3.5′`〃Hであるので,共振周波数700MHzにて共振させる条件

としてベース接地容量に15pFを選定した｡

次に混変調特性については,ダイオードミキサー直接変換式と比

較した場合,10dB以上劣るため,入力同調方式を採用し,さらに

外部固定減衰器を取り付けることにより通常の電界地域では問題な

い結果を得た｡

また,入力同調高周波増幅回路では単同調2段の回路となるため

40dB前後のイメージ妨害抑圧特性しか得られず,この点を改良す

るためにほ,段間同調回路を復同調にしなければならない｡

以上の結果から,利得,雑音指数についてほ好結果が得られるが,

妨害灸件についてはさらに改良を必要とする｡

4.3 局部発振回路

UHFチューナの局部発振回路の安定度は,VHFチャンネルと同

様な条件が要求されるため,発振用トランジスタの出力インピーダ

ソスの変化の影響を受けにくい1/2波長形の同軸共振回路が使用さ

れる｡図17はその基本回路を示すもので,その発振周波数はほぼ共

振回路の同調周波数で決定され

′=
(Cv＋Cl′) βJ

47rCyCl′月ctanβJ

で表わされる｡

ここに,Cγ:バリコソ容量

Cl′:付加容量Cl十トランジスタの出力容量

局発周波数濡動の要田として,電源電圧変化によるものがあるが,

これほトランジスタの出力インピーダンスの変化によるもので,付

加容量C.を発振器の安定度が劣化しない範囲で大きくすることに

ょり影響を少なくすることができる｡次に周囲温度の変化による漂

動についてほ,付加容量Clによりトランジスタの要因はほとんど

なくなり,共振回路自体の特性による｡共振回路を構成する部品の

うち特に温度に影響する部分はバリコン部で,バリコソは通常,銅,

真輸材が使用されるが,新開発チューナでは,熱膨張係数の比較的

小さい,安価な鉄材に銀メッキを施して使用し,さらに温度補償用

コンデンサを併用することによりほぼ満足した特性を得た｡

なお新開発チューナにはカラーテレビ受信枚用として,AFC回

路を付加する必要があるため,新たに開発されたUHF帯において

もQの高い可変容量ダイオード1S2090(日立)を使用し,図18に

示すAFC制御特性が得られる回路を付加した｡
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12

図19 減速機楕(遊星ポール式)

図20 減速横倍(ウオ【ム歯車式)

4.4 選 局 機 構

VHFチューナの同調機構は,前述のようにバリコンを使用した容

量可変方式が使用されている｡この方式では,バリコンを約180度

回転させることによりUHF13～62チャンネルの50局(300MHz)

を受信するものであるが,バリコソ回転角度と同調周波数との関係

を直線的に変化するものとしても1チャンネル(帯域幅6MHz)当

たりの回転角度はわずかに3.6度であり,この軸をそのまま選局軸

として使用した場合は回転角度に対する周波数の変化が大き過ぎ,

微細な調整を行なうことがむずかしい｡そのためUHFチューナに

おいては,減速枚構を設けて操作性を容易にするのが普通である｡

減速楼構の方法については,種々の方法があるが,わが国におけ

るUHFテレビの置局計画では,諸外国と異なり1チャンネルおき

に設置されるため連続徽調可変方式が適当である｡減速比は,白黒

テレビ受信機の場合,カラーテレビ受信機の場合,またAFC回路

が付加されている場合などでその要求される条件は異なるが,一般

的には1/10～1/30が適当である｡今回は1/14と1/25の2種類の

減速枚構を開発した｡

1/14の減速機構は白黒テレビ用で,図19に示すように比較的安

価で小形に設計できる遊星ボール機構を採用した｡1/25の減速機

構はカラーテレビ用で,図20に示すようにウォーム歯車による減

速機構を採用した(実用新案出臍中)｡これは,カラー同調時の操作

に適する減速比と,選局駆動軸のバックラッシュを少なくすること

を目的としたものである｡これらの機構には,選局軸の外側に副軸

を設けて,これを選局標示用の軸とし,330度の回転角度で13～62

チャンネルの表示を行なうことができる｡

5.総 合 特 性

以上の解析結果をもとにトランジスタ化されたオールチャンネル

チューナの量産化を行ない,図21～2dに示すような好結果が得ら

れた｡

またUHFチューナに高周波増幅付を採用した場合,利得,雑音

指数についてさらに改良され,イメージ妨害抑圧特性も段間復同調

方式の採用により,実用上妨害が見られない程度に改良される見通

しである｡局発不要車副肘(ふくしゃ)については,回路がすべてトラ

ンジスタ化されたいるため,局部発振出力が小さくなり用品取締規

格に対し,10dB以上の余裕を持って達成した｡局部発振回路につ

いては,回路の安定化および温度補償回路の採用により,全チャン

ネルにおいて好結果が得られている｡またテレビ受信機に組み込ん

だ実用受信試験は,東京都内,湘南海岸,瀬戸内海沿岸地区におい

て行なわれ,感度,雑音,妨害特性について満足な結果を得ている｡
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d.生産性の改良

新開発チューナにおいては,労賃の値上がり,若年女子熟練労働

力の狂得困難などの労働事情の悪化に対処し,治臭化,機械化によ

る作業の安定化,加工時間の短縮を行なう必要にせまられ,設計段

階よりこの点を考慮して部品の選定,形状の決定が行なわれている｡

チューナの構造は,その要求される性能から手作業による組立部分

が多く,枚械化可能な部分はかぎられており,特に選局構造に支配

される｡ロータリースイッチチューナほ,枚械化しにくい点がある

が,ここに楼械化されている点を述べる｡

(a)端子板の自動はんだ付け

VHFチューナの選局枚構は,国27に示す端子板上に取り付け
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られた接点,コイルなどによって構成されていて.コイル部品は

矢印に示す部品ではんだ付けされる｡この部分のはんだ付けが枚

械化されたもので,コイル部品が組み込まれた端子板はコンベヤ

に取り付けられたパレットに置かれ,フローソルダ装置によりは

んだ付けされる｡この装置により加工時間は半減され,はんだ付

けの信較度も向上することができた｡

(b)貫通コンデンサの炉はんだ付け

チューナにはコンデンサ部品のリードインダクタンスの影響を

受けやすいため,端子にも兼用できる貫通形磁器コンデンサが使

用される｡図28ほその部品を示したもので,炉はんだ付け装置

により作業される｡この作業によりコンデンサの半数ほ自動布線

され,高周波回路において良好な結果を得ることができる｡UHF

チューナにおいても同様の作業が行なゴっれている｡

(c)パネル部品の自動かしめ

VHFチューナは各チャンネルむこ合わせる節度使構を必要とす

る｡図29はその関係部品を示したもので,部品の自動供給装置

とプレスとにより楼成される自動かしめ装置により組長立てら

れる｡

7.今後の 課題

電気的性能についてほ,ほぼじゅうぶんな結果が得られており,

UHFチャンネルの雑音指数の低減,イメージ妨害特性の改善など

の問題があるが,UHF高周波増幅回路の付加,バンド復同調回路の

採用により改善できる見通しである｡したがって今後の課題として

ほ,UHFチャンネルの選局操作が,VHFと同様にできることが要

求される｡新開発UHFチューナでは連続徴調可変機構が手采用され

ており,そのほか選局操作の容易なクリックストップや,プリセッ

ト枚構があるが,チャンネルリセッタビリティの点で問題が多く,

現在一部で実用化されている程度である｡

さらに選局の容易なプッシュボタン機構を,現状の機構で構成す

ることは困難であるが,将来のチューナとして可変容量ダイオード

岡27 VHFチューナの端子板

図28 VHFチューナシャシと貫通形磁器コンデンサ

図29 パ ネ ル 部J,i--

を悼用した電子同調チューナが研究されている｡電子同調チューナ

はすでにヨーロッパにおいては実用化されているが,わが国におい

てはヨーロッパと放送電波事情が興なり放送局数が多く,一地点で

多数の放送を受信するため,妨害条件に対する電気的性能に問題が

残されている｡またチューナ回路本体のほかに選局棟構,同調用安

定化電源などの付属部品が付加されるため,現状では高価にならぎ

るを行ない｡したがって今後の課題としては,リセッタビリティの

良いUHF選局機構の開発,電子同調化によるプッシュボタン式オ

ールチャンネルチューナの開発,さらにほ回路のIC化による生産

性の向上などがあげられる｡
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